
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.574(2023.03.26) from 山下 徹 □◇□◇□

三
渓
園旧

燈
明
寺
三
重
塔
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神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
本
牧
三
之
谷

二
〇
二
三
年
三
月

信
銀
行
の
頭
取
な
ど
も
務
め
た
。

明
治
初
年
に
三
渓
の
養
祖
父

は
三
渓
園
一
帯
の
土
地
を
入
手

し
て
い
た
。
そ
こ
の
現
在｢

内

苑｣

と
呼
ば
れ
る
所
を
本
宅
と

し
た
。
一
九
〇
六
年
に
は｢

外

苑｣
部
分
を
公
開
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
次
々
と
古
建
築
の

三
渓
園
を
作
っ
た
原
三
渓
は

一
八
六
八
年(

慶
応
四
年)

の
生

ま
れ
。
生
糸
商
人
の
原
家
の
婿

養
子
と
な
り
、
原
商
店
を
引
き

継
い
だ
。
お
店
を
会
社
組
織
に

変
え
、
近
代
的
な
事
業
経
営
を

展
開
。

横
浜
銀
行
の
前
身
、
横
浜
興

蒐
集
を
始
め
た
。

京
都
府
木
津
川
市
に
あ
っ
た

燈
明
寺
の
三
重
塔
等
を
購
入
。

そ
の
縁
が
あ
っ
て
、
台
風
で
大

破
し
解
体
さ
れ
て
い
た
旧
燈
明

寺
の
本
堂
も
後
に
移
築
さ
れ
た
。

当
時
の
生
糸
商
人
の
財
力
に

は
驚
く
。

。

自
衛
隊
は
石
垣
島
の
中

央
、
於
茂
登
岳
山
麓
に
石

垣
駐
屯
地
を
開
設
。
地
対

艦
ミ
サ
イ
ル
等
を
配
備
。

三
月
五
日
に
は
ミ
サ
イ
ル

発
射
機
等
二
百
台
の
車
両

を
搬
入
し
た
。

｢

ミ
サ
イ
ル
部
隊｣

と
し

て
駐
屯
地
に
ミ
サ
イ
ル
を

構
え
た
の
で
は
簡
単
に
狙

わ
れ
攻

撃
さ
れ

る
。
そ

こ
で
、

発
射
機

を
ト
ラ
ッ

ク
に
載
せ
、
島
中
を
走
り

回
る
。
島
全
体
を
発
射
場

に
す
る
と
云
う
事
。

そ
う
な
る
と
相
手
側
は

島
全
体
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃

ち
込
む
。
一
方
、
ミ
サ
イ

ル
部
隊
司
令
部
は
分
厚
い

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
ら
れ

た
地
下
室
に
空
気
ろ
過
フ
ィ

ル
タ
ー
や
高
気
密
ダ
ン
パ
ー

設
置
。
核
兵
器
で
攻
撃
さ

れ
て
も
大
丈
夫
。

島
民
や
そ
の
生
活
、
生

業
は
ど
う
な
っ
て
も
良
い

か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
撃
つ
。

こ
れ
が｢

島
嶼
防
衛｣

を
云

う
自
衛
隊
な
の
か
。

石
垣
島
の
位
置

左
の
地
図
の
赤
丸
の
中

に
石
垣
島
は
あ
る
。

も
し
、
中
国
が
石
垣
島

を
飛
び
越
え
る
ミ
サ
イ
ル

を
撃
っ
た
ら
、
そ
れ
は
日

本
に
は
来
な
い
。
本
土
防

衛
に
石
垣
島
の
基
地
は
関

係
な
い
。

他
の
国
々
は

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、

こ
ん
な
ミ
サ
イ
ル
を
持
た

な
い
。

外
交
で
中
国
と
の
関
係

を
平
和
に
保
っ
て
い
る
。

日
本
も
倣
う
べ
き
で
は
？

な
ら

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

住民を巻きぞえ、島中を走り回り、ミサイル発射

陸
自
Ｈ
Ｐ
よ
り

来
週
は
休
刊
す
る
か
、
発
行
を
遅
ら
せ
ま
す
。


